ガン　オヨビ　セイジョウ　ソシキ　ニオケル　ピリミジン　タイシャ　二カンスル　ケンキュウ by イケナカ, カズヒロ et al.
Osaka University








[ I ) 
かず
氏名・(本籍) 池 中 裕
学位の種類 理 学 博 土
学位記番号 第 5 0 1 5 亨ロ7 
























肝細胞質には Elfordにより報告された蛋白質様阻害物質(HighMolecular Weight Ribom皿leotide




速度と逆相関を示し， RR活性を調節をしていると考えられる。 HRRIを硫安分画， Sepharose 6B 
によるゲルロ過により精製したところ， HRRI はSepharose6Bの.voidvolumeに溶出され， RRの
基質であるCDPをリン酸化するCDPキナーゼ，分解する CDPホスファターゼ 文RRのアロステリ
ツクアクチベーターであるATPを分解する酵素の複合体であり， CDP， ATPの量を減少させRR活
性を阻害していることが判明した。 LRRIをエタノール抽出 有機溶媒洗浄， Amberlite IR 45及び
Dowex 50によるイオン交換クロマトグラフィーにより精製し，グルコースであることを示した。 本



























れるO さらに一連の研究の応用として 5ー フルオロウラシル(5-FU)の代謝に関してウラシル(Ura)と
比較検討したところ. Uraは5-FUの分解に対して強く阻害するが，低濃度の5-FUのリン酸化には殆
んど影響を及ぼさないことを見い出し，この現象を酵素のキネティックからも証明しているo 実際，
臨床上，制癌剤として巾広く使用されている5-FUのmaskedformである薬剤とUraを併用すると制
癌効果の著しい増強が認められ，今後ヒト癌の治療に大いに貢献するものと考えられる。これら一連
の研究は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める O
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